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はじめに

国民皆健康志向の高まりを反映したスポーツ愛好家の増加や，ワークライフバラ
ンスの考え方が広く浸透し普及することなどにより，これまでにも増してレクリ
エーション活動を後押しする素地が形成されてきた。こうした動向を背景としてレ
クリエーション施設の整備充実に対する期待も高まってきている。しかしながら，
従来のようにレクリエーション人口の右肩上がりの機運をとらえただけで，受け入
れ施設の整備を図るような直線的な発想や思考では，今日的には施設の整備を行う
ことは難しい。そこには社会的動向としての少子化･高齢化や人々の意識の多様化，
時代の流れ，価値観の変化，世相の反映など，今日的な課題を多様な側面から俯瞰
する必要がある。加えて，時代的な要請から生み出されてくる新たな活動に対して
も対応することが重要である。
レクリエーション施設を整備する場合，レクリエーション活動の活況を反映した

だけでは，活動を補完するための受け入れ施設や拠点施設の整備の枠を超えること
はできず，単なる目的設定に基づいた施設づくりとなり，ハコモノ整備と揶揄され
ることにもなる。今後の施設整備においては，地域おこしやまちづくりと連携する
とともに，わが国を訪れる外国人観光客が増加するなかで，レクリエーション活動
を目的にして，恒常的に訪れる人々やシーズン的に訪れる人々などの動向も視野に
入れたレクリエーション施設のあり方を検討することが必要と思われる。
本書は，レクリエーション活動の中で，とくに海洋性レクリエーション活動に主

眼を置くことで，海洋性レクリエーション活動がもたらす効果から活動の種類およ
び活動を補完する施設について，施設の企画→計画→設計→デザイン→管理･運営
までの一連の流れを体系的に解説している。また，これまで扱われてこなかった施
設や新たな施設についても取り上げ，計画論的な方法を中心に計画手順を順に解説
するとともに，参加人口の推計やそれに基づく規模算定および要求施設の規模計画
などについても詳しく解説することを試みている。
ここで取り上げる主な内容は，第 1章は海洋性レクリエーションを総論的にまとめ，
余暇とレクリエーションについて整理し，以後の各章において解説する施設計画の
ための基本的な枠組みを示している。第 2章では計画の視点としての需要予測や自
然環境に対する配慮および計画のための手順，管理運営，費用便益などについて解
説している。第 3章では新たな動向としてのクルーズ客船による洋上観光の動向と
計画について解説している。そして，第 4章では 4.1マリーナの計画，4.2海浜公園
の計画，4.3海水浴場の計画，4.4海釣り施設の計画，4.5フィッシャリーナの計画，4.6

ボーディング拠点の計画，4.7ダイビングスポットの計画をまとめ，それぞれの施設
計画では，歴史，計画の考え方，立地条件，施設計画，規模計画，配置計画，環境

書籍のコピー，スキャン，デジタル化等による複製は，
著作権法上での例外を除き禁じられています。
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計画，景観計画，デザイン計画，管理運営計画および参考事例について解説している。
本書は，1997年（平成 9年）に出版した『海洋性レクリエーション施設―計画

とデザイン』の改訂版として，計画の視点とクルーズ客船による洋上観光の動向と
計画およびフィッシャリーナの計画を新たに含めて編集しており，畔柳と齋藤が各
章を見直し加筆修正している。よって，文責はこの 2名にある。
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第1章

余暇とレクリエーション

　海洋性レクリエーションは活動形態により多様
な広がりを持つ。それは，海辺で気軽にかつ安全
に遊びながら互いに打ち解けて楽しむことを主体
としたレクリエーション活動や，身体的，肉体
的に活発な活動は行わず，景色や見慣れぬ海中の
様子を眺めるなど情緒的・鑑賞的な趣向に基づき
精神を休め，楽しむことを主体としたレクリエー
ション活動がある。また，海辺で手軽な運動やそ
の雰囲気を楽しんだりしてリラックス感を堪能し
ながらひととき休み憩うことを主体としたレクリ
エーションもある。その一方で，いわゆるマリン
スポーツと呼ばれる活動があり，種目によっては
技量や経験が要求されるが，活動することにより
醍醐味が感じられるものがある。
　今日のレクリエーション活動の大衆化，多様
化，個性化，複合化といった時代の流れの中では，
従来までのレクリエーション活動の形態分類に当
てはまらない，新たな活動形態も出現しやすく，
情報化社会の中では，目新しい活動は急速に伝え
られ普及する。そのため，レクリエーション活動
が頻繁に行われるようになるということは，一方
で，そのための新たな施設や場を求めるニーズを
生み出すことにつながってくる。
　本章では，こうした海洋性レクリエーション活
動について，その意味することや活動内容の多様
さ，活動形態および活動拠点について解説する。
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第 1章　余暇とレクリエーション

（1）余暇活動

余暇社会の到来が叫ばれて久しいが，労働時間
の短縮や休日の増加など，余暇の創出や余暇のた
めの時間が今後とも増加する傾向にあることは時
代の趨勢となっている。
しかし，近年になり余暇は人間として享受する

自由な時間であり，そのための活動時間といった
積極的なとらえ方がなされるようになってきた。
すなわち，受動的から能動的・主体的なものに変
化してきており，人間にとって「価値あるもの」
として認識されるようになってきた。そこで，「楽
しみ」や「自己啓発」のための「自由な時間」と
してとらえることによって，従来までの彷徨的，
刺激的なものを求めるといった余暇の過ごし方か
ら，持続的，調和的，創造的な余暇の過ごし方が
求められるようになってきている。
余暇の機能を整理すると，まず最も消極的なも

のとしては，生理的な再生産のための「休養・休
息」があり，次に，気分転換や消極的，慰楽性の
強い「気晴らし・娯楽」がある。そして，創造的，
自発的な「自己啓発・自己実現」があり，三つに
分けることができる。また，余暇の形態も，骨休
めや休息にテレビ，ラジオを「見る」「聞く」と
いった受動的，消極的なものから，主体的，能動
的に「動く」「する」といったもの，さらに，市
民運動やスポーツに個人，家族，サークルなど種々
のレベルで「参加する」といった積極的なものへ
と変化してきており，その過ごし方や活用方法に
幅が生まれ，多様化，個性化してきている。
また，余暇の条件としては，活動のなかで「楽

しさとゆとり」を持つことが最も重要であるが，
精神的な豊さを満たすことと，時間，空間，費用，
体力，気力などの面で余裕を持つことも必要と
なっている。さらに，余暇を積極的に享受したり，
余暇時間を活用して，その効果が発揮されるには，

「きっかけや機会」「一緒に活動する仲間」「情報
提供」「良い指導者」といったソフト面の動機も
必要となるが，余暇活動を可能にするためのハー
ド面の条件整備（社会的配慮）も必要となる。
一方，現代社会に共通した事項として，健康問
題，労働形態の質的な変化，生活を取り巻く環境
問題などの面から，心理学的・生理学的な意味に
よる余暇におけるレクリエーションの必要性と余
暇活動としてのレクリエーション機会の可能性の
増大が求められてきており，余暇社会におけるレ
クリエーションの役割と機能がクローズアップさ
れてきている。

（2）レクリエーションとは

レクリエーションという言葉はすでに一般に広
く使われており，余暇，レジャー観光，スポーツ，
およびリゾートという言葉と同義語的に扱われて
いる場合も多い。また，日本語としても定着・普
及しており，法律用語としても採用され，公的に
も使用されてきている。しかし，その範疇が広く，
区別が曖昧になっている。そのため，ここではま
ずレクリエーションの意味について，その概念や
内容を整理しておくことにする。
レクリエーションという語彙は，英語の

recreationの訳語で，語源はラテン語の re-creat

（再び創る）からきているとされる。英語には二
つの意味があり，rec・re・a・tionは「休養，保養，
気晴らし」を意味し，re-cre・a・tionは「改造」
を意味する。また，recreationの reは接頭語で
「さらに，新たに」，creationは「作り出す，創造
する」の意味がある。そのため，国語辞典的な意
味としては，「心身の疲れを休養や娯楽によって
精神的・肉体的に回復すること。または，疲労回
復・気分転換，休養・娯楽など」と解されるの
がー般的である。さらに，レクリエーションなど

1.1　余暇とレクリエーションの概要
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1.1　余暇とレクリエーションの概要 ▲

の専門事典的な意味としては，レクリエーション
を価値的なものとしてとらえ，とくに社会的・個
人的に健全なものとする視点が付け加えられ，レ
クリエーションを余暇の創造的・健康的な活用と
し「余暇善用」と解するものが多くなっている。
『現代観光用語事典』では「レクリエーションは，
人間の余暇時間の中で営まれる活動であり，普通
一般には，気晴らし・休養・娯楽などをいい，人
間に対して快い生活力を作り出す刺激であるとも
いわれている。その中には積極的レクリエーショ
ン，消極的レクリエーションといった分け方や，
肉体的活動，精神的活動による分け方もある。ど
ういう活動が人々にとってレクリエーションにな
るかは個々人によって異なるものであり，それは，
嗜好，国民性，年齢層，性別，日常生活環境など
によって異なる。レジャーという語が広い意味を
持ち，余暇時間の概念から余暇活動を表すように
なったので，レクリエーションとレジャーとが混
同して使われるようになってきた。本来レジャー
活動には，供給者側の発想のイメージがあり，レ
クリエーション活動には需要者・利用者側に主体
的なイメージがある。」1）としている。
また，建築学の西山夘三によれば，レクリエー

ションは「一日のうちで『労働』と『睡眠』の目
的以外につかわれる，もともと文化的創造活動に
つかわれると考えられてきた『余暇』を利用して
おこなわれる活動，日常生活の単調なくりかえし
をやぶって，肉体と精神をつくりなおし，生活の
エネルギーを何らかの形で新しく豊かにつくり出
すこと，さまざまな文化創造の活動，各種のスポー
ツ，健康な娯楽など，個人的にあるいは集団的に
なされる活動」2）と定義している。
建築学や土木工学の分野では，レクリエーショ

ンを必ずしも明確に定義してはおらず，むしろそ
の主体をレクリエーション施設に向けている。た
だし，一応の見方として，肉体的，精神的な疲労
回復や，日常生活に潤いを求めて行う余暇行動と
解したり，活動的，娯楽的，創作的，鑑賞的，休

養的な行為をレクリエーションをするといった意
識のもとに行ったとき，その活動がレクリエー
ションであるととらえている。
こうしたレクリエーションの概念を整理すると，

「レクリエーションは，余暇の中で，営まれる活
動であり，いわゆる遊びの次元から創造的な活動
までを含み，自由に選択されて楽しむ行為を伴う
活動経験のすべてであり，生活力を創り出す刺激
である。」と定義づけられる。
ここで，余暇すなわちレジャー，観光，スポー
ツ，ならびにリゾートについても若干その意味，
概念を記しておくことにする。
レジャーは，英語の leisureの訳語であり，ラ
テン語の licereを語源とし，「何か奉仕をしない
でいることを許されている状態」を意味している。
『オックスフォード英語大辞典』でレジャーは，
「何かをする自由または機会，仕事からの自由の
機会。自己の自由処分に委ねられた時間を持って
いる状態，熟考」3）の意味とされている。日本語
では，「自由時間」あるいは「余暇」と訳されて
おり，時間的な概念が強く，広義の遊びの意味と
しても使用されている。すなわち，レクリエーショ
ンはレジャーの下位概念であり，余暇の中で行わ
れる活動として位置づけられる。
観光は「見る」「眺める」といった行為を通じて，
精神的に感動したり，自己を発見することであり，
観光政策審議会の答申の中では「観光とは，余暇
時間の中で，日常生活圏を離れて行うさまざまな
活動であって，触れ合い，学び，遊ぶということ
を目的とするものである」4）と定義している。
スポーツの語源は disportで，接続後の disは

「何かから離れる」，portは「運ぶ」を意味し，本
来的な意味は「真面目な仕事から転ずる」という
ことであり，娯楽や気晴らしの意味も含まれてい
た。また，スポーツは本来，レジャーやレクリ
エーションとほぼ同義的な意味に用いられていた
が，時代を経る間にレクリエーションの中でもと
くに身体的な側面の活動に限られるようになり，
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競技ということが強調されるようになった。
リゾートは，本来の語源は人の集まるところを

意味していたが，今日では，しばしば訪れ滞在し
て，休養したり，健康増進やレクリエーション活
動を楽しんだり，避寒地，避暑地として過ごす場
所を指す言葉になってきている。
すなわち，図-1.1.1に示すように，レジャー

はレクリエーションの概念よりも広くとらえられ，
リゾートはレクリエーションの概念に一部含まれ，
観光はレクリエーションを伴う広義のものと，そ
れを含まない狭義の概念でとらえる場合がある。
明瞭な形態を持つスポーツは，レクリエーション
の下位概念として位置づけられるが，余暇を超え
たプロ（職業）としてのスポーツも存在する。
一方，レジャー，レクリエーション，観光およ

びリゾートについて，その用語内容としての使わ
れ方から見直していくと，レジャーは，供給者側
からの発想に用いられることが多い言葉であり，
レクリエーションは，利用者からの発想に用いら
れる言葉である。リゾートは，場所や空間を指す
言葉，そして観光は，一定の地域の保有する環境
を基調として用いる言葉であることがわかる。

（3）レクリエーションの意義

レクリエーションは，余暇に対する考え方が変
化し，労働と対等かそれ以上のものとして位置づ
ける考え方が一般化してきている。これは，人々

の価値観の変化や，生き甲斐，ゆとりといった精
神的な豊かさを求めるようになってきた意識とも
深い関係を持っている。そして，スポーツ，観光，
遊びなど，さまざまな活動に対して，それらを行
いたいとする積極的な意向や意識のもとになされ
る余暇活動であると考えられる。加えて，人間の
行動や活動領域からとらえると，頭，心，体にか
かわるものから，自然，人間，社会にかかわるも
のまで，その範囲は広がる。また，レクリエーショ
ンは，日常的に繰り返される恒常的生活から一時
的に外れることであり，日常の労働や生活の場から
外れることによって実現が可能になるものである。
一方，レクリエーションの社会的効用は，人格
形成への寄与（幅広い教養や体験，個人の価値観
の形成），生活の充実（肉体的，精神的充実，生
き甲斐の発見），社会活動の円滑化（個人生活に
おけるゆとり，休養），文化の発展（精神的な糧
としての文化発展）をもたらすものと考えられる。
また，地域振興を図るうえで，レクリエーショ
ン施設の整備は街づくりの中心核をつくる一つと
しての役割を持ち，さらに，レクリエーション活
動を通じてのコミュニケーションの向上を図るこ
とに期待が向けられている。そのため，リゾート
地域の形成を図ることに期待が向けられている。
そのため，リゾート地域の形成を図るうえでレク
リエーション施設は欠かせないものとなっている。

（4）レクリエーションの活動内容

レクリエーションの活動は，先の定義に基づき
とらえると，身体的，精神的に最も抵抗の少ない
行動から活動を持続的に伴うものまで，四段階に
分けることができる。第 1段階は，最も消極的，
生理的な状態のもので，身体的に無活動であるが
精神的にはやすらぎやくろぎを感じる段階（レ
コード鑑賞など）。第 2段階は，拘束された状態
から転換する状態や「気（心の動き）」を晴らす
状態，気を晴らすための彷徨行動が精神的な動機
づけを伴い行われる段階（酒を飲むなど）。第 3

休養的

レジャー（余暇）

レクリエーション

観光

精
神
的

身
体
的

スポーツ

リゾート

創造的

図-1.1.1　レクリエーションの意味概念
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図-1.1.2　レクリエーションの活動内容 �）

行為

正常状態

異常状態 悲嘆状態，喧嘩，
犯罪，精神異常

自殺，事故死

無為，忘却，回想，想像
感ずる，眺める，観賞（植物，動物，景色）
愛玩，育成，栽培（動植物，家畜，家庭菜園）
採取，採集（釣り，動植物）

通勤，通学，買物，用務
学問，教養
肉体労働，頭脳労働
育児，料理，買物，整理，冠婚葬祭，雑務

移動
睡眠，飲食，排泄，身づくろい，入浴生理的行為

学習
労働
家事生産的行為

精
神
性

自
然
性

文
化
性

娯
楽
性

社
交
性

休
養
性

行
動
性

精 神 的 ・ 心 理 的

教養・
鑑賞・
創作

能動型
（やる）
受動型

（見る･聞く）
精神的
心理的
知覚的

生理的

行 動 的
（肉体的）

散策，ハイク，旅行，自然探勝
見聞，旅行
収集
工作，手芸（模型づくり，日曜大工，織物，洋裁）
芸ごと（生花，茶道）
教養（読書，テレビ）
芸術（文学，詩歌，音楽，美術）
映画，写真，演劇，テレビ
マスコミ（新聞，雑誌，テレビ，ラジオ）
ぶらつき，ショッピング，おしゃれ
観覧（ショー，映画，スポーツ）
遊興（バー，キャバレー，料亭，ダンス）
賭け（ギャンブルスポーツ，くじ）
ゲーム（トランプ，麻雀，囲碁，将棋，手品，ビリヤード，ボウリング）
集会合，行事（パーティー，宴会，慶祝事，お祭り，盆，正月，参詣）
交際，団らん（談笑，おしゃべり，通信，子どもの相手，飲食，デート）
休息，睡眠（体を休める，うたたね，ごろね，ひるね）
飲み食い（嗜好品，酒，煙草，郷土料理，飲食）
入浴（風呂，銭湯，温泉，サウナ）
セックス
体を動かす（軽い運動，背のび，美容体操）軽　　　運　　　動

ス 　 ポ 　 ー 　 ツ

娯　　　　　　　楽

闘う（相撲，柔剣道，弓術，射撃，輪投げ）
競う（鉄棒，飛び箱，高飛び，徒手体操，トランポリン，飛込み，綱引き）

オリエンテーリング，水泳，水上スキー，サーフィン，スキー，スケート，
ローラースケート，サイクリング，ドライブ，ボート，ヨット，マラソン，
登山，乗馬，トリム（動く

球技（野球，サッカー，ゴルフ，テニス，バレー，バスケット，卓球，バドミントン）
スポーツ系（こどもスポーツ，縄とび，馬とび，鬼ごっこ，遊具遊び）
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段階は，技術や技能を伴うもので，知的，身体的，
情緒的に発展が伴う段階（ゲーム，スポーツなど）。
第 4段階は，趣味，嗜好的に創意工夫が持ち込ま
れ独自性が強い段階（冒険旅行など）となる。
また，レクリエーション活動を詳しくみていく

と，図-1.1.2のように，精神性に重きを置くも
のと，行動性に重きを置くものに分けることがで
きる。そして，この両者の間にそれぞれの意識や
動機によって，自然性，文化性，娯楽性，社交性，
休養性を求める行為に分けることができる。精神
性を求めるものは，精神的・心理的・知覚的に満
足感や充実感を得るための行為であり，感覚的な
行為としての，自然との触れ合いを求める行為，
教養・鑑賞・創作をそれぞれ能動的あるいは受動
的に行う行為，娯楽，集会合・交際などを行う行
為がある。生理的なものとしては，休息や軽い運
動などがある。行動性を求めるものは，身体的・

肉体的に行うエネルギーを放出する目的で行われ
るもので，主にスポーツと呼ばれるものがある。
さらに，（財）余暇開発センターによる「余暇

活動に関する調査」では，余暇活動すなわち，レ
クリエーション活動と解すると「スポーツ」「趣
味・創作」「娯楽」および「観光・行楽」といっ
た四つの活動に分けられている。ここで，レクリ
エーション活動におけるスポーツについて触れて
おくと，先にも述べたが，一般的なスポーツと呼
ばれるものは，レクリエーションとほぼ同じ意味
で理解されるようになり，とくに，身体的な活動
を限定的にスポーツととらえるようになってきて
いる。スポーツは競技するものから，健康づくり
や自己表現・自己充足のために楽しみながら行う
といった多様化，大衆化の傾向にあり，レクリエー
ション活動として定着してきている。
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